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(54)【発明の名称】 ナースコールシステム

(57)【要約】
【課題】ナースコールシステムの無線通信網に予め融合
されているデジタル通信網をなす有線伝送を介して、病
室内にて測定された各病床の患者の生体情報結果や、測
定された生体情報結果が異常値の場合における異常値警
報情報をデータ伝送させることにより、病院内の看護婦
等に対して通報する。
【解決手段】生体情報測定装置１ａ～４ａ、１ｂ～４ｂ
にて測定された生体情報結果、異常値警報情報を、廊下
灯２０ａ、２０ｂ、・・・、生体情報集合表示装置３１、
ハンディナース４０ａ、４０ｂ、・・・に対してそれぞれ
データ送信し、廊下灯のランプ等の表示部２１ａ、２２
ａ、２１ｂ、２２ｂ、・・・にて異常値警報情報を知ら
せ、生体情報集合表示装置の表示部３１ａ、ハンディナ
ースの表示部４１ａ、４１ｂ、・・・をそれぞれ使用し
て、生体情報結果であるデータ、波形を表示するととも
に異常値警報情報を音、文字にて知らせる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】病室内の病床毎に１台づつ設置可能であ
り、各病床の患者の血圧、体温、脈拍等の生体情報を測
定するための機能を有する生体情報測定装置（１ａ～４
ａ、１ｂ～４ｂ、・・・）、親機・ハンディナース呼出機
能および通話機能を有するナースコール子機（１１ａ～
１４ｂ、１１ｂ～１４ｂ、・・・）と、
病室の出入口等に１台づつ設置されるとともに前記ナー
スコール子機を介して前記生体情報測定装置が接続さ
れ、ランプ等の表示部（２１ａ、２２ａ、２１ｂ、２２
ｂ、・・・）を有する廊下灯（２０ａ、２０ｂ、・・・）と、
ナースステーションに設置されるとともに前記廊下灯か
ら幹線（Ｌ12）を経由し制御機（５２）を介して接続さ
れ、子機・ハンディナース呼出機能および通話機能を有
するボード親機（３０）、前記生体情報測定装置の複数
台分のデータを表示するための表示部（３１ａ）を有す
る生体情報集合表示装置（３１）と、
前記制御機に、ハンディナース交換接続機能を有するＰ
ＢＸ（５０）、ハンディナース無線送受信機能を有する
ハンディナース基地局（５１ａ、５１ｂ、・・・）を介し
て接続され、表示部（４１ａ、４１ｂ、・・・）を有する
ハンディナース（４０ａ、４０ｂ、・・・）とを備えたナ
ースコールシステムであって、
前記ナースコールシステムは、前記生体情報測定装置に
て測定された生体情報結果、異常値警報情報を、前記廊
下灯、前記生体情報集合表示装置、前記ハンディナース
に対してそれぞれデータ送信し、前記廊下灯のランプ等
の表示部にて前記異常値警報情報を知らせ、前記生体情
報集合表示装置の表示部、前記ハンディナースの表示部
をそれぞれ使用して、前記生体情報結果であるデータ、
波形を表示するとともに前記異常値警報情報を音、文字
にて知らせることにより、前記幹線を使用したデータ伝
送をもとに看護婦に対して通報するものであることを特
徴とするナースコールシステム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明はナースコールシステ
ムに係り、特に、病室内にて測定された病床の患者の生
体情報結果や、測定された生体情報結果が異常値の場合
における異常値警報情報をデータ伝送させ、病院内の看
護婦等に対して通報することができるナースコールシス
テムに関する。
【０００２】
【従来の技術】従来から、この種のナースコールシステ
ムとして、図２のシステム構成図に示すナースコールシ
ステムが提案されている。
【０００３】同図に示すナースコールシステムは、病室
ａ、ｂ、・・・内の病床毎に１台づつ設置可能であり、病
床の患者の血圧、体温、脈拍等の生体情報を測定するた
めの機能を有する複数の生体情報測定装置、ここでは、
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病室ａ、ｂ、・・・毎、４台づつの生体情報測定装置５０
１ａ～５０４ａ、５０１ｂ～５０４ｂ、・・・と、ナース
ステーションに設置され、生体情報測定装置５０１ａ～
５０４ａ、５０１ｂ～５０４ｂ、・・・からの諸データ
（データ信号）を、当該生体情報測定装置毎、個別にデ
ータ受信して表示するための生体情報集合表示装置５１
０とが備えられている。
【０００４】このように構成されたナースコールシステ
ムにおいて、病室ａ、ｂ、・・・内の病床毎に１台づつ設
置されている生体情報測定装置５０１ａ～５０４ａ、５
０１ｂ～５０４ｂ、・・・では、各病床の患者の血圧、体
温、脈拍等の生体情報をそれぞれ測定することが可能で
あり、測定された生体情報結果であるデータ、波形を表
示するとともに、この生体情報結果を適宜にデータ処理
したデータ信号（以下、情報結果データ信号と称す）
を、ナースステーションに設置されている生体情報集合
表示装置５１０に対して医療用テレメータ（詳述せず）
を用いて無線によりデータ送信することができる、一
方、生体情報測定装置５０１ａ～５０４ａ、５０１ｂ～
５０４ｂ、・・・にて測定された生体情報結果が異常値で
ある場合には、異常値警報情報とともに当該生体情報結
果を適宜に信号処理したデータ信号（以下、警報データ
信号と称す）を、生体情報集合表示装置５１０に対して
医療用テレメータを用いて無線によりデータ送信するこ
とができる。
【０００５】また、ナーステーションに設置されている
生体情報集合表示装置５１０では、病室ａ、ｂ、・・・内
の病床毎に１台づつ設置されている生体情報測定装置５
０１ａ～５０４ａ、５０１ｂ～５０４ｂ、・・・からの情
報結果データ信号、または警報データ信号を、当該生体
情報測定装置毎、個別に受信し、適宜に信号処理した
後、測定された生体情報結果であるデータ、波形を表示
しナースステーションに居る看護婦に対して通報するこ
とができる、または異常値警報情報を音、例えば、警報
音や警報メッセージの鳴動や文字の表示をもとにナース
ステーションに居る看護婦に対して通報していた。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
ナースコールシステムにおいて、生体情報測定装置５０
１ａ～５０４ａ、５０１ｂ～５０４ｂ、・・・にてそれぞ
れ測定された病室ａ、ｂ、・・・内の各病床の患者の生体
情報結果や異常値警報情報は、ナースステーションに設
置されている生体情報集合表示装置５１０にのみ医療用
テレメータを用いた無線によりデータ送信されることか
ら、ナースステーションに看護婦が不在の場合には、生
体情報結果や異常値警報情報を通報することができず迅
速な対応が困難とされる難点があった。
【０００７】また、生体情報測定装置５０１ａ～５０４
ａ、５０１ｂ～５０４ｂ、・・・の医療用テレメータを用
いた無線によるデータ送信の伝達距離には限界があり、
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同時に複数台の当該生体情報測定装置から無線データ信
号がデータ送信されても、生体情報集合表示装置５１０
にて正常に受信および信号処理できない難点があった。
【０００８】本発明は、上述の難点を解消するためにな
されたもので、当該ナースコールシステムの無線通信網
に予め融合されているデジタル通信網をなす有線伝送を
介して、病室内にて測定された各病床の患者の生体情報
結果や、測定された生体情報結果が異常値の場合におけ
る異常値警報情報をデータ伝送させることにより、病院
内の看護婦等に対して通報することができるナースコー
ルシステムを提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】この目的を達成するた
め、本発明によるナースコールシステムは、病室内の病
床毎に１台づつ設置可能であり、各病床の患者の血圧、
体温、脈拍等の生体情報を測定するための機能を有する
生体情報測定装置、親機・ハンディナース呼出機能およ
び通話機能を有するナースコール子機と、病室の出入口
等に１台づつ設置されるとともにナースコール子機を介
して生体情報測定装置が接続され、ランプ等の表示部を
有する廊下灯と、ナースステーションに設置されるとと
もに廊下灯から幹線を経由し制御機を介して接続され、
子機・ハンディナース呼出機能および通話機能を有する
ボード親機、生体情報測定装置の複数台分のデータを表
示するための表示部を有する生体情報集合表示装置と、
制御機に、ハンディナース交換接続機能を有するＰＢ
Ｘ、ハンディナース無線送受信機能を有するハンディナ
ース基地局を介して接続され、表示部を有するハンディ
ナースとを備えたナースコールシステムであって、ナー
スコールシステムは、生体情報測定装置にて測定された
生体情報結果、異常値警報情報を、廊下灯、生体情報集
合表示装置、ハンディナースに対してそれぞれデータ送
信し、廊下灯のランプ等の表示部にて異常値警報情報を
知らせ、生体情報集合表示装置の表示部、ハンディナー
スの表示部をそれぞれ使用して、生体情報結果であるデ
ータ、波形を表示するとともに異常値警報情報を音、文
字にて知らせることにより、幹線を使用したデータ伝送
をもとに看護婦に対して通報するものであることを特徴
としている。
【００１０】このようなナースコールシステムによれ
ば、病室内の生体情報測定装置にて測定された各病床の
患者生体情報結果や異常値警報情報を、当該ナースコー
ルシステムの無線通信網に予め融合されているデジタル
通信網をなす有線伝送を介して、廊下灯、生体情報集合
表示装置、ハンディナースに対してそれぞれデータ送信
することができる。
【００１１】これにより、廊下灯では、異常値警報情報
である旨を視覚的報知手段を用いて病室の出入口近傍に
居る看護婦、医者等に通報することができる。
【００１２】また、生体情報集合表示装置およびハンデ
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ィナースでは、生体情報結果を視覚的手段を用いて、異
常値警報情報である旨を聴覚的報知手段および視覚的報
知手段を用いて、ナースステーションに居る看護婦およ
び当該ハンディナースを携帯しながら病院内を巡回中の
看護婦等に対して通報することができる。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、本発明によるナースコール
システムを適用した好ましい形態の実施例について、図
面を参照して説明する。
【００１４】図１は、本発明の一実施例によるナースコ
ールシステムのシステム構成図であり、病室Ａ、Ｂ、・・
・内の病床毎に１台づつ設置可能であり、各病床の患者
の血圧、体温、脈拍等の生体情報を測定し、測定された
生体情報結果であるデータ、波形を表示するためのモニ
タ（図示せず）からなる表示部１０１ａ～１０４ａ、１
０１ｂ～１０４ｂ、・・・を有する複数の生体情報測定装
置、ここでは、病室Ａ、Ｂ、・・・毎、４台づつの生体情
報測定装置１ａ～４ａ、１ｂ～４ｂ、・・・と、生体情報
測定装置１ａ～４ａ、１ｂ～４ｂ、・・・を使用する場合
において、測定装置接続ラインＬ1a～Ｌ4a、Ｌ1b～Ｌ4
b、・・・を介して個別に接続されるとともに、病床の患者
がナースステーションに居る看護婦、または病院内を巡
回中の看護婦や医者（以下、看護婦等）との間で呼び出
し、通話を成立させる機能（親機・ハンディナース呼出
機能および通話機能）を有する複数のナースコール子
機、ここでは、生体情報測定装置１ａ～４ａ、１ｂ～４
ｂ、・・・と同様、病室Ａ、Ｂ、・・・毎、４台づつのナース
コール子機１１ａ～１４ａ、１１ｂ～１４ｂ、・・・と、
病室Ａ、Ｂ、・・・の出入口近傍にそれぞれ設置されてお
り、幹線をなす子機接続ラインＬ11a、Ｌ11b、・・・を介
して直列接続されているナースコール子機１１ａ、・・１
４ａ、１１ｂ～１４ｂ、・・・および幹線をなす制御機接
続ラインＬ12を介して接続されている後述する制御機５
２との間で送受信される諸データ（データ信号）を適宜
に信号処理して伝送路（呼出伝送路、通話伝送路等）を
選択するとともに、測定装置接続ラインＬ1a～Ｌ4a、Ｌ
1b～Ｌ4b、・・・を介して生体情報測定装置１ａ～４ａ、
１ｂ～４ｂ、・・・とナースコール子機１１ａ～１４ａ、
１１ｂ～１４ｂ、・・・とが接続されている旨の接続状態
情報や、生体情報測定装置１ａ～４ａ、１ｂ～４ｂ、・・
・にて測定された生体情報結果が異常値である場合の異
常値警報情報等を点滅／点灯により表示するためのラン
プ等の表示部２１ａ、２２ａ、２１ｂ、２２ｂ、・・・を
有する廊下灯２０ａ、２０ｂ、・・・と、ナースステーシ
ョンに設置されているとともに親機接続ラインＬ13を介
して制御機５２が接続されており、病室Ａ、Ｂ、・・・内
の各病床の患者、または病院内を巡回中の看護婦等との
間で呼び出し、通話を成立させる機能（子機・ハンディ
ナース呼出機能および通話機能）を有するボード親機３
０と、ナースステーションに設置されているとともに表
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示装置接続ラインＬ14を介して制御機５２が接続されて
おり、生体情報測定装置１ａ～４ａ、１ｂ～４ｂ、・・・
にて測定された生体情報結果であるデータ、波形や当該
生体情報結果が異常値である場合の異常値警報情報を示
す文字を、当該生体情報測定装置の複数台分表示するす
るための表示するためのモニタ（図示せず）や、異常値
警報情報を示す音、例えば、警報音や警報メッセージ
を、当該生体情報測定装置の複数台分鳴動するためのス
ピーカ（図示せす）からなる表示部３１ａを有する生体
情報集合表示装置３１と、病院内を巡回中の看護婦等に
より携帯され、この看護婦等が病室Ａ、Ｂ、・・・内の各
病床の患者との間、またはナースステーションに居る看
護婦との間、または巡回中の他の看護婦等との間で呼び
出し、通話を成立させる機能（子機・親機・ハンディナ
ース呼出機能および通話機能）とともに、生体情報測定
装置１ａ～４ａ、１ｂ～４ｂ、・・・にて測定された生体
情報結果であるデータ、波形や異常値警報情報を示す文
字を、当該生体情報測定装置の複数台分表示するするた
めのモニタ（図示せず）や、異常値警報情報を示す音、
例えば、警報音や警報メッセージを、当該生体情報測定
装置の複数台分鳴動するためのスピーカ（図示せす）か
らなる表示部４１ａ、４１ｂ、・・・を有する複数のハン
ディナース４０ａ、４０ｂ、・・・と、基地局接続ライン
Ｌ15を介して制御機５２が接続されており、ハンディナ
ース接続機能を有するデジタル方式の構内交換機（以
下、ＰＢＸと称す）５０と、幹線をなす基地局接続ライ
ンＬ16を介してＰＢＸ５０がバス接続されており、各ハ
ンディナース４０ａ、４０ｂ、・・・との間のハンディナ
ース無線送受信機能を有する複数のハンディナース基地
局５１ａ、５１ｂ、・・・と、廊下灯接続ラインＬ12を介
して廊下灯２０ａ、２０ｂ、・・・、親機接続ラインＬ13
を介してボード親機３０、表示装置接続ラインＬ14を介
して生体情報集合表示装置３１、ＰＢＸ接続ラインＬ15
を介してＰＢＸ５０をそれぞれ接続する中継器としてナ
ースステーションに設置され、廊下灯２０ａ、２０ｂ、
・・・、ボード親機３０、生体情報集合表示装置３１、Ｐ
ＢＸ５０をそれぞれ制御（信号処理、信号伝送路の選択
等）するための制御機５２とが備えられている。
【００１５】このように構成された本発明の一実施例に
よるナースコールシステムにおいて、以下、その動作に
ついて図１のシステム構成図を参照して説明する。
【００１６】病室Ａ、Ｂ、・・・内の各病床の患者のう
ち、病室Ａ内のナースコール子機１１ａが設置されてい
る病床の患者の血圧、体温、脈拍等の生体情報を測定す
るために、生体情報測定装置１ａとナースコール子機１
１ａとを測定装置接続ラインＬ1aを介して接続すると、
生体情報測定装置１ａとの接続状態を検出したナースコ
ール子機１１ａからの接続確認データ信号が子機接続ラ
インＬ11aを介して廊下灯２０ａに伝送される。
【００１７】また、ナースコール子機１１ａからの接続
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確認データ信号を検出した廊下灯２０ａでは、生体情報
測定装置１ａとナースコール子機１１ａとが測定装置接
続ラインＬ1aを介して接続されている旨の接続状態情報
を、ランプ等の表示部２１ａ、２２ａを点滅／点灯させ
ることにより、病室Ａの出入口周囲近傍に居る看護婦、
医者等に対して通報することができる。
【００１８】次に、上述のように、病室Ａ内の生体情報
測定装置１ａとナースコール子機１１ａとが測定装置接
続ラインＬ1aを介して接続されている場合において、生
体情報表示装置１ａにて病床の患者の血圧、体温、脈拍
等の生体情報を測定すると、測定された生体情報結果で
あるデータ、波形が表示部１０１ａをなすモニタ（図示
せず）に表示されるとともに、この生体情報結果は、適
宜にデータ処理されたデータ信号（以下、情報結果デー
タ信号と称す）として、測定装置接続ラインＬ1a、ナー
スコール子機１１ａ、子機接続ラインＬ11aを介して廊
下灯２０ａに伝送され、廊下灯２０ａにて所定の伝送フ
ォーマットに信号処理された後、廊下灯接続ラインＬ1
2、制御機５２、表示装置接続ラインＬ14を介して生体
情報集合表示装置３１と、廊下灯接続ラインＬ12、制御
機５２、ＰＢＸ接続ラインＬ15を介してＰＢＸ５０とに
それぞれ伝送される。
【００１９】また、病室Ａ内の生体情報表示装置１ａか
らの情報結果データ信号を検出した生体情報集合表示装
置３１では、生体情報表示装置１ａにて測定された病床
の患者の生体情報結果であるデータ、波形を、表示部３
１ａをなすモニタ（図示せず）に表示させることによ
り、ナースステーションに居る看護婦に対して通報する
ことができる。
【００２０】さらに、病室Ａ内の生体情報表示装置１ａ
からの情報結果データ信号を検出したＰＢＸ５０は、基
地局接続ラインＬ16に接続されたハンディナース基地局
５１ａ、５１ｂ、・・・をそれぞれ介してハンディナース
４０ａ、４０ｂ、・・・に情報結果データ信号をデータ送
信することにより、ハンディナース４０ａ、４０ｂ、・・
・では、生体情報表示装置１ａにて測定された病床の患
者の生体情報結果であるデータ、波形が表示部４１ａ、
４１ｂ、・・・をなすモニタ（図示せず）にそれぞれ表示
され、ハンディナース４０ａ、４０ｂ、・・・を携帯しな
がら病院内を巡回中の看護婦等に対して通報することが
できる。
【００２１】一方、上述のように、病室Ａ内の生体情報
測定装置１ａとナースコール子機１１ａとが測定装置接
続ラインＬ1aを介して接続されている場合において、生
体情報表示装置１ａにて測定された病床の患者の血圧、
体温、脈拍等の生体情報結果が異常値であると、この異
常値警報情報と当該生体情報結果とが、適宜にデータ処
理されたデータ信号（以下、警報データ信号と称す）と
して、測定装置接続ラインＬ1a、ナースコール子機１１
ａ、子機接続ラインＬ11aを介して廊下灯２０ａに伝送
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7
される。
【００２２】また、病室Ａ内の生体情報表示装置１ａか
らの警報データ信号を検出した廊下灯２０ａでは、生体
情報表示装置１ａにて測定された病床の患者の生体情報
結果が異常値である旨の異常値警報情報を、上述の接続
状態情報である旨を表示するパターンとな異なる当該パ
ターンでランプ等の表示部２１ａ、２２ａを点滅／点灯
させることにより、病室Ａの出入口周囲近傍に居る看護
婦、医者等に対して通報することができ、これを確認し
た看護婦、医者等により迅速な対応が可能となるととも
に、検出された警報データ信号を所定の伝送フォーマッ
トに信号処理した後、廊下灯接続ラインＬ12、制御機５
２、表示装置接続ラインＬ14を介して生体情報集合表示
装置３１と、廊下灯接続ラインＬ12、制御機５２、ＰＢ
Ｘ接続ラインＬ15を介してＰＢＸ５０とにそれぞれ伝送
させる。
【００２３】また、病室Ａ内の生体情報表示装置１ａか
らの警報データ信号を検出した生体情報集合表示装置３
１では、生体情報表示装置１ａにて測定された病床の患
者の生体情報結果であるデータ、波形および当該生体情
報結果が異常値である旨の異常値警報情報を示す文字
を、表示部３１ａをなすモニタ（図示せず）に表示させ
るとともに、異常値警報情報を示す音、例えば、警報音
や警報メッセージを、表示部３１ａをなすスピーカ（図
示せず）にて鳴動させることにより、ナースステーショ
ンに居る看護婦に対して通報することができ、これを確
認した看護婦による迅速な対応が可能となる。
【００２４】さらに、病室Ａ内の生体情報表示装置１ａ
からの警報データ信号を検出したＰＢＸ５０は、基地局
接続ラインＬ16に接続されたハンディナース基地局５１
ａ、５１ｂ、・・・をそれぞれ介してハンディナース４０
ａ、４０ｂ、・・・に警報データ信号をデータ送信するこ
とにより、ハンディナース４０ａ、４０ｂ、・・・では、
生体情報表示装置１ａにて測定された病床の患者の生体
情報結果であるデータ、波形および当該生体情報結果が
異常値である旨の異常値警報情報を示す文字を、表示部
４１ａ、４１ｂ、・・・をなすモニタ（図示せず）に表示
させるとともに、異常値警報情報を示す音、例えば、警
報音や警報メッセージを、表示部４１ａ、４１ｂ、・・・
をなすスピーカ（図示せず）にて鳴動させることによ
り、ハンディナース４０ａ、４０ｂ、・・・を携帯しなが
ら病院内を巡回中の看護婦等に対してそれぞれ通報する
ことができ、これを確認した看護婦等により迅速な対応
が可能となる。
【００２５】なお、上述の説明では、病室Ａ、Ｂ、・・・
内の各病床の患者のうち、病室Ａ内のナースコール子機
１１ａが設置されている病床の患者の血圧、体温、脈拍
等の生体情報を、生体情報測定装置１ａにて測定する場
合の動作について説明したが、病室Ａ、Ｂ、・・・内の複
数の病床の患者の血圧、体温、脈拍等の生体情報を、複
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数台の生体情報測定装置１ａ～４ａ、１ｂ～４ｂ、・・・
にて同時に測定している場合、ここでは、病室Ａ内のナ
ースコール子機１１ａが設置されている病床の患者の血
圧、体温、脈拍等の生体情報と病室Ｂ内のナースコール
子機１１ｂが設置されている病床の患者の血圧、体温、
脈拍等の生体情報とを、生体情報測定装置１ａ、１ｂに
て同時に測定している場合でも、測定された生体情報結
果を、病室Ａ、Ｂの出入口近傍にそれぞれ設置されてい
る廊下灯２０ａ、２０ｂ、ナースステーションに設置さ
れている生体情報集合表示装置３１、病院内を巡回中の
看護婦等が携帯しているハンディナース４０ａ、４０
ｂ、・・・に対してそれぞれデータ送信することが可能で
あり、生体情報測定装置１ａ、１ｂにて測定された生体
情報結果であるデータ、波形を、生体情報集合表示装置
３１の表示部３１ａをなすモニタ（図示せず）およびハ
ンディナース４０ａ、４０ｂ、・・・の表示部４１ａ、４
１ｂ、・・・をなすモニタ（図示せず）にてそれぞれ表示
させることにより、ナースステーションに居る看護婦お
よびハンディナース４０ａ、４０ｂ、・・・を携帯しなが
ら病院内を巡回中の看護婦等に対して通報することがで
きる。
【００２６】また、生体情報測定装置１ａ、１ｂにて測
定された生体情報結果が異常値である場合においても、
その旨の異常値警報情報と当該生体情報結果とを、廊下
灯２０ａ、２０ｂ、生体情報集合表示装置３１、ハンデ
ィナース４０ａ、４０ｂ、・・・に対してそれぞれデータ
送信することが可能であり、廊下灯２０ａ、２０ｂのラ
ンプ等の表示部２１ａ、２２ａ、２１ｂ、２２ｂをそれ
ぞれ点滅／点灯させることにより、病室Ａ、Ｂの出入口
近傍に居る看護婦、医者等に対して異常値警報情報を通
報することができ、これを確認した看護婦、医者等によ
り迅速な対応が可能となるとともに、生体情報測定装置
１ａ、１ｂにて測定された生体情報結果であるデータ、
波形および異常値警報情報を示す文字を、生体情報集合
表示装置３１の表示部３１ａをなすモニタ（図示せず）
およびハンディナース４０ａ、４０ｂ、・・・の表示部４
１ａ、４１ｂ、・・・をなすモニタ（図示せず）にて表示
させ、異常値警報情報を示す音、例えば、警報音や警報
メッセージを、表示部３１ａをなすスピーカ（図示せ
ず）および表示部４１ａ、４１ｂ、・・・をなすスピーカ
（図示せず）にて鳴動させることにより、ナースステー
ションに居る看護婦およびハンディナース４０ａ、４０
ｂ、・・・を携帯しながら病院内を巡回中の看護婦等に対
して通報することができ、これを確認したナースステー
ションに居る看護婦および病院内を巡回中の看護婦等に
より迅速な対応が可能となる。
【００２７】次に、上述のような本発明の一実施例によ
るナースコールシステムが有するナースコール呼出・通
話機能のうち、病室Ａ、Ｂ、・・・内の病床毎に１台ずつ
設置されているナースコール子機１１ａ、１１ｂ、・・・
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の親機・ハンディナース呼出機能を能動とすると、ナー
スステーションに設置されているボード親機３０、病院
内を巡回中の看護婦等が携帯しているハンディナース４
０ａ、４０ｂ、・・・に対して呼び出しをかけることが可
能となり、呼出相手先にて応答操作が行われることによ
り通話を成立させることができる（詳述せず）。
【００２８】また、ボード親機３０の子機・ハンディナ
ース呼出機能を能動とすると、ナースコール子機１１
ａ、１１ｂ、・・・のうち特定の当該ナースコール子機、
ハンディナース４０ａ、４０ｂ、・・・のうち特定の当該
ハンディナースに対してそれぞれ呼び出しをかけること
が可能となり、呼出相手先にて応答操作が行われること
により通話を成立させることができる（詳述せず）。
【００２９】さらに、ハンディナース４０ａ、４０ｂ、
・・・の子機・親機・ハンディナース呼出機能を能動とす
ると、ナースコール子機１１ａ、１１ｂ、・・・のうち特
定の当該ナースコール子機、ボード親機３０、呼出元以
外の当該ハンディナースに対してそれぞれ呼び出しをか
けることが可能となり、呼出相手先にて応答操作が行わ
れることにより通話を成立させることができる（詳述せ
ず）。
【００３０】なお、上述のナースコール呼出・通話機能
のうち、ナースコール子機１１ａ、１１ｂ、・・・の親機
・ハンディナース呼出機能、ボード親機３０の子機呼出
機能、ハンディナース４０ａ、４０ｂ、・・・の子機呼出
機能がそれぞれ能動とされるとともに、呼出相手先にて
応答操作が行われると、呼出元、または呼出相手先の当
該ナースコール子機に接続されている廊下灯２０ａ、２
０ｂ、・・・のランプ等の表示部２１ａ、２２ａ、２１
ｂ、２２ｂ、・・・が、上述の接続状態情報、異常値警報
情報を示すパターンとは異なる当該パターンで点滅／点
灯することにより、廊下灯２０ａ、２０ｂ、・・・が設置
されている病室Ａ、Ｂ、・・・の出入口近傍に居る看護
婦、医者等に対して呼出・通話状態である旨を通報する
ことができる（詳述せず）。
【００３１】
【発明の効果】以上の説明から明らかなように、本発明
のナースコールシステムによれば、生体情報測定装置に
て測定された病室内の各病床の患者の生体情報結果や、
測定された生体情報結果が異常値の場合における異常値
警報情報を、当該ナースコールシステムの無線通信網に
予め融合されているデジタル通信網をなす有線伝送を介*
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*して、廊下灯、生体情報集合表示装置、ハンディナース
に対してそれぞれデータ送信することができる。
【００３２】これにより、廊下灯では、異常値警報情報
である旨を視覚的報知手段、ここでは、ランプ等の表示
部を点滅／点灯させることにより、病室の出入口近傍に
居る看護婦、医者等に通報することができ、これを確認
した看護婦、医者等により迅速な対応が可能となる。
【００３３】また、生体情報集合表示装置およびハンデ
ィナースでは、生体情報結果を視覚的手段、ここでは、
表示部にて当該生体情報結果であるデータ、波形を表示
させ、異常値警報情報である旨を聴覚的報知手段、ここ
では、表示部にて音、例えば、警報音や警報メッセージ
を鳴動させるとともに視覚的報知手段、表示部にて文字
で表示させることにより、ナースステーションに居る看
護婦およびハンディナースを携帯しながら病院内を巡回
中の看護婦等に対して通報することができ、特に、ナー
スステーションに看護婦が不在とされている場合でも、
異常値警報情報を病院内の看護婦等に対して遅延なく通
報させることにより、迅速な対応が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例によるナースコールシステム
のシステム構成図である。
【図２】従来のナースコールシステムのシステム構成図
である。
【符号の説明】
１ａ～４ａ、１ｂ～４ｂ、・・・ ・・・・・生体情報測定装置
１１ａ～１４ａ、１１ｂ～１４ｂ、・・・ ・・・・・ナースコ
ール子機
２０ａ、２０ｂ、・・・ ・・・・・廊下灯
２１ａ、２２ａ、２１ｂ、２２ｂ、・・・ ・・・・・（廊下灯
が有する）ランプ等の表示部
３０・・・・ボード親機
３１・・・・・生体情報集合表示装置
３１ａ・・・・・（生体情報集合表示装置が有する）表示部
４０ａ、４０ｂ、・・・ ・・・・・ハンディナース
４１ａ、４１ｂ、・・・ ・・・・・（ハンディナースが有す
る）表示部
５０・・・・・ＰＢＸ
５１ａ、５１ｂ、・・・ ・・・・・ハンディナース基地局
５２・・・・・制御機
Ｌ12・・・・・幹線
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/CC15 2F073/DD08 4C341/LL10 5C083/AA01 5C083/BB18 5C083/BB23 5C083/BB31 5C083/DD04 
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5K101/NN12 5K101/NN17 4C117/XA07 4C117/XB04 4C117/XC20 4C117/XC28 4C117/XE13 4C117
/XE15 4C117/XE23 4C117/XG05 4C117/XG17 4C117/XG18 4C117/XG20 4C117/XG22 4C117/XG36 
4C117/XH03 4C117/XH14 4C117/XH15 4C117/XH19 4C117/XJ03 4C117/XJ13 4C117/XJ42 4C117
/XJ47 4C117/XK56 4C117/XL10 4C117/XM12 4C117/XM16 4C117/XN03 4C117/XP08 4C117/XP10 
4C117/XQ20 4C117/XR02 5K201/AA05 5K201/BA03 5K201/BA19 5K201/CB14 5K201/CC10 5K201
/EA08 5K201/EF09 5L099/AA00 5L099/AA01

代理人(译) 守谷一夫

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：通过形成数字通信网络的有线传输来获得在医院病房中在
病房中测量的患者的生物特征信息结果，该数字通信网络预先与护士呼
叫系统的无线通信网络融合，并且测量的生物特征信息结果。 当该值是
异常值时，通过数据发送异常值警报信息以通知医院中的护士等。 解决
方案：由生物信息测量设备1a至4a和1b至4b测量的生物信息结果以及异
常值警报信息显示在走廊灯20a，20b，...中。 ，40b，...和数据被发送
到走廊灯的显示单元21a，22a，21b，22b，...以通知异常值警报信息，
以及生物信息汇总显示装置的显示单元。 如图31a所示，邯郸的显示单
元41a，41b，...用于显示作为生物信息结果的数据和波形，并通过声音
和文字来通知异常值警报信息。
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